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認 知特性 に偏 ゆの あ る子 ど もの 発達支援 に つ い て

　　　　　　一 同 時処 理 の 得意な幼児へ の 介入 を通 して
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 久 保 　 由 美子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （愛 媛 大 学）

［は じめ に］

　著者は 地域保健 活動 の 場 に お い て 発達的 リス ク 児 に

対す る発達支援 を試みて きて い る。第53回本 大 会に お

い て、乳幼児健診 で把握 され た 発達的 リス ク児 の 中 に

は認 知特 性 に 偏 りを もつ 者 が み られ 、早期介入 す る 上

で 子 ど も の 認 知 特 性 を把握 し た 対 応 が 重 要 で あ る こ と

を報告 した。本研究 で は認知特性 に 偏 りをもっ 発達的

リス ク 児 r君 へ の 介入 を 通 して 、得意な認知処理を生

か した 対 応 とそ の 効 果 に つ い て 検討 した。

［事例の 概要］

　 事例は 1君 （男児） で、3歳6カ 月時か ら6歳 5カ 月時

ま で の 介入 で あ る。3歳児健診時 に こ とばの 遅 れ が み ら

れ、3歳6カ月時 に発達桾談を実施 し た 結果、多動 ・不

注意な傾 向と言語
・
社会領域におい て 顕著な遅れ が 認

め られ 、発達的リ ス ク 児 と して 把 握 され た。父 親、母

親 、兄、妹、祖 父、祖 母、 1 君 の 7 人 家族 で あ る。在

胎週 数 40週、出 生時体 重3750g。 周 産期 や 新生 時期の 異

常はなか っ た。

［介入 の 経過］

（1）幼稚園 で の 集団保育と撫配 に よ る個別的指導 （3歳

2カ 月〜6歳王カ 月 ）；3・4・5歳児計14〜15人 の 小 規模幼稚

園 で の 3年閲 の 集団 保育の 経験 に 加え．て、年長 ク ラ ス

で の 1 年間 は加配の 教師 に よ る個 別 的指導が行 わ れ た，、

（2）発達相談員による発達評価 と発達相談 （7 回） ：

初回 （3 ：6＞は 保健 セ ン ターに お い て 亙君 の 発達検査 を 行

い 、母 親 、幼 稚 園 教 師 2 名 、保 健 婦、著 者 （発 達相 談

員〉の 5 名が
．．
伺 に会 し 、 意見 や情報 を交 換 し 正 君 に 対

す る発達支援 の 方法 につ い て 話 し合 っ た。 2 回 目 （4：

の は 1 聡 の 集 団 生 活 状 態 の 把握 と発 達支援 につ い て 再

検討す る た め に 著者 が 幼稚園 を訪問 し発達検査 を実施

し 、 初國の 関係者に 園長 が 加 わ り 6名 で 話 し合 い を行

っ た。そ の 結果、前回 に 比 べ て 多動 e不 注 意傾 向 の 改

善 が み られ ず 言語 ・社会領域の 発 達の 遅れ が 顕著で あ

り、発達支援専門員に よ る個別指導教室を紹介 した。

3 回 目 （4 ：4＞は 著者 が幼稚園 を 訪問 し、集団適応状態を

把握 した上 で 前 回 の 関係者6名 で 相談会 を実施 した。4

回 目（5 ：D は 著者が 幼稚園を訪問 し、1 君 の 発 達評価 と

発達相談を 実施 した。言語 ・社会領域の 発達 の の びが

少 な く、K − ABC 検査結果か ら認知 特性 に偏 りが み

られ意図的な教育的介入が 必要で あり、 1君 の 発達を

支 援す る た め に 加 配 を 要望 し た。5 回 目 （5：10）は 著者

が 幼稚園を訪問 し、発達検査 と発達相談を実施 した。

荊回関係者に加 配 の 教師が 加 わ り 7 人で 相談会を行 っ

た。6 図 目 （6 ：5）は 著者 が 小学校 を 訪 問 し、授 業 に 参 加

させ て も らい なが ら学校適応 状態の 把握を行 っ た 。 ま

た、母親、担任教師、校長、保健婦、著者 の 5名で 1

君 の 学習支援の 方法を中心 に話 し合 い を行 っ た。7 回

目 （6 ：6）は 保 健 セ ン ターに お い て 発 達検査 と発 達相 談 を

実施 した 。

（3）発達支援専門員に よる個別指導 （4歳2カ 月〜6歳 5

カ 月 ） ； 幗別 指 導教室 に親 子 で 通 室 し、 1君 の 発 達 指

導プ ロ グ ラ ム に よ る個別指導を うけた。また 、幼稚園

の 教師、保健婦、著者 らが 個別指導教室に参加 し、1君

への か か わ り方 に つ い て の 話 し 合い を行 っ た。

（4） 教 育 セ ン クー
で の 教 育相 談 （4歳 2カ 月〜6歳 玉カ

月 ） ：月 ユ回〜学期 1 回親子 で 通室 した。

〔発達検査 の 実施 と結果〕

　保 健セ ン タ ー、幼稚 園 に お い て 薪版 K 式発 達 検 査 を

5 回、K − ABC 検査を 3 回 実施 し た。

（t）　新版 K 式 発達検査 　（表 1 ）　： 3；6、　6 ：5、　4 ：0、　5 ：1、

5 ：IO、6 ：5の 5 時 点 で 新版K 式発達検 査 を 実施 した。そ

の 結果 か ら r君 の 発達的変化 を み る と 、 認 知 ・適応領

域 で は 5歳 1カ 月時まで は 境界線上の レ ベ ル で あっ た が、

5歳 10カ 月以降は発達指数 の 上 昇が み られ正 常範囲 の 発

達状態 に な っ た。言語 ・社会領域 で は ど の 時点 に お い

て も他 の 領域 に 比 べ て 遅れ が み られ、特に5歳 1カ月時

ま で は遅れ が顕著で、中等度遅滞 の レ ベ ル で あっ た。

しか し、5歳 止カ 月 時 以 降 に発 達 指 数 の 顕 著 な 上 昇 が み

られ 、6歳 5カ 月 時 で は 境界 線一ヒの レ ベ ル に ま で 発達 し

た。全領域 で は5歳 iカ月時まで は軽度遅滞、5歳 10カ月

時 は境界線．h、6歳 5カ 月 時 は 正 常範囲の 状態 に と 3 年

間 に顕 著 な発 達 的変化 を 示 した。

（2） K −・ABC 検査 （表 2） ：5；1、5：10、 6 ：6の 3 時

点で K − ABC 検査を実施 した。そ の 結果、継次処理

尺 度で は 、5歳 1カ 月 時 は 同年齢 の 子 ど もの 平均 に 比 べ

て 2SD 以 上 低 か っ た が 、5歳 ！0カ 月 時 以降 は 1SD

前後の 値 で あっ た。また、附 時処理 尺 度 で は 3 時点 に

お い て 平均前後 で あっ たが、習得度尺度 で は 3 時点 に
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お い て 平均 よ り 2SD 低い 値 で あ っ た。次 に 、継次処

理 尺度 、 同時 処 理 尺度、認知 処 理過程尺度、習得度 尺

度 の 標準得点の そ れ ぞ れ の 尺 度問 の 比 較 を 3時 点 に お

い て 行 っ た結果、継次処理 尺 度 と 同時処理 尺 度 の デ ィ

ス ク レ パ ン シ イ は 23〜35で あ り、
3 時点 に お い て 同 時

処 理 尺度が 継次処理尺度 に比 べ て 有意 に高 い 値 で あっ

た。また、同時処 理 尺度 と習得度尺度の デ ィ ス ク レ パ

ン シ イ は 30 〜 43で あ り、3時点 に お い て 同 時 処 理 尺度が

習得度 尺 度 に 比 べ て有意に高い 値 で あ っ た 。

（3） K − ABC 下 位検査 ：認 知処理 過程尺 度 の 下位：検

査 に つ い て み る と、5歳 10 カ 月時に 継次処 理 下 位検査 に

強 弱 の 両方 が 存在 し て い た が、　 「手 の 動作 」 で は 1趨時

処 理 に よ る反応 と考 え られ、また、5歳 1カ 月時の 「絵

の 統創 の 評価点の 低 さは 衷出性言語の 遅れ が 関与 し

て い る と考 え られ た。　 「手 の 動 作 」 と 「絵 の 統 合 ］ 以

外の 下位検査 で は 継次処 理 下位検査 の 評価点 が 1〜6、

同時処理下位検査の 評価点が9〜13 と同時処理 が明 らか

に強い 結果で あ っ た。プ ロ フ ィ
ール 分析 で は3時点に お

い て 聴覚情報を短期記憶する力 が 弱 い と予 想 された。

次 に、習得度 に つ い て み る と、す べ て の 下位検査が 平

均よ り 2SD 低 い 値で あ っ た。

（4）検査結果 に 基づ く仮説 と方 針 ： 同 時処 理 が 継次処

理に 比 べ て 有意 に 高く同時処理 能力が高い と い え る 。

もの の 位置関係や形の 理解な どの 空間関係を理解す る

能 力 は優 れ て い るが、聴覚情報 を短 期記憶す る 力が 弱

く 、 こ の 弱 さ が 言語表出や深い 意味理解 の 発達の 遅れ

に 関与 して い る と推測され る。ま た 、習得度 が 認知処

理 （特 に 同 時処理 〉に 比 べ て 有意に 低 く、言 語 に 関す

る 知 識 ・能力 の 獲得に 際 して 、 王君 の 得意な 同 蒔処 理

能力 を十分 に 活用 して い ない と考え られ る。そ こ で、

コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 関係 を 良好 に し 表出言語 の 発達を

促 す た め に は し っ か り聞 くカ を 育て 、多動 ・不 注 意傾

向改善す る こ と が重要で あ る と考え、 1 君の 得意な 同

時処理様式を積極的に 取 り入 れ る 方針をた て た。

〔加 配教師 の 1君 へ の 対応 と結果〕

　保育経験豊か な加配教師が発 達支援専門 員、発 達相

談員 と の 相談の 機会を密 に もちなが ら、1 君の 発逮状

態、認 知 特性 を理 解 した ヒで の 対応 を試 み た。すなわ

ち 、 加 配教師は   1 君の 興味の あ る 活動や視覚的な手

が か り を用 い て 注意の 持続 を は か りマ イ ペ ース な 行 動

を少なくする。  他児との 相 互 作用を促すために 意園

的 な 教 育 的 介 入 を行 う。  集 団 活 動 び）内 容 の 全 体 を 事

前 に わか りや す く繰り返 して 説 明 して お くな ど に 重点

をお い て 対応 した。そ の 結果、言語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン も可能 に なり、男子 の グル

ープ の 中 に積極的

に 入 っ て 活 動的な遊 び を 楽 しめ る よ うに な り、言語 ・

社会性 の 面 で の 顕著な改善 が み られ た。ま た、運動や

操作の 面で も自発 的 に活動 に 参加す る機会が 多く な り、

問題 が 軽減 した。 し か し、生活 習 慣 の 面 （食 事 と排

泄）で は 問題 が あまり改善されなか っ た 。

〔考　察 〕

　同時処理が得意な 1鴛 へ の 介 入 を通 して 、認 知 特性

に 偏 りを持 つ 子 ども へ の 対応とそ の 効果 に つ い て 検討

した 結果、幼稚園 にお ける 加配 教師 に よ る興味 ・
関心

と認 知 特性 の 同時処理優位 を活用 した意図的な教育的

介 入 が 、1君 の 発達を促す の に 有効で あっ た 。 すなわ

ち 、
1君 の マ イ ペ ース な行動が 改善され、他児 との 社

会的相互作用 が 深 ま り、言語
・
社会領域 だ けで なく認

知 ・適応領域 に お い て も顕 著 な発 達 指 数 の k．昇 を示 し

た。野 田 （1993）や園山 （1989）は統合保育に お い て 障害

児 と健常児 との 相互 作用を深 める た め に意図 的介入 が

効果的で あ る と報告 して い る が 、認 知特 性 に 偏 りの あ

る子 ど も に対 して も同様 な結果 で あ っ た。 しか し、 1

霜 の 発達的変化 に は 3歳 か らの 集団保育 の 経験 と4 歳

か らの 個別指導に よる 学習 へ の 意欲
・
興味 ・

学習習慣

な どの 側 面か らの 援助 も関 与 して い る と考 え られ る。

ま た、両親、幼稚園 の 先生方 、 発達支援専門員、 保健

婦、発達相談員 が 一
同に会 して 意見や情報を交換 し

命い 、関連機関の 協力 体制 が 得 られ た こ と が 重要 で あ

っ た。一一
方、f粛 は 認知処理能力が比較的良好 に もか か

わ らず学習 面 で は 得意な 認知 処 理 能力が 生 か されて い

ない 状況で あ り、今後、学校生活 に お い て 、優れ た 認

知 処 理 能力が 生 か せ る よ うな指導方法に つ い て検討 を

加 え て い きた い 。

表 1　 発 達 指 数 （新 K 式 ） の 推移

領　域 3 ：64 ：05 ：15 ：106 ：5

姿勢 ・
運鋤

認知 ・
適応

言語
・
社会

全　領　域

8484467073774365／

774664

／

995981

／

1018090

表 2　 K − ABC 検査結果

標 準 得 点 5歳 1カ 月 5歳 10カ 月 6歳6カ 月

継次処理 尺度

同時処理尺度

認 知 処 理 過程尺度

習 得 度 尺 度

64 ± 999

± 981

± 869

± 7

86± 9109

土 998

よ 867

土 7

82 ± 8u3

± 999

± 770

土 6

．．．．769
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